



























































































































（案）が施設分科会長あてに報告されたことが報告されている。1974 年 2 月号 19）では、



































































































・年間貸出冊数：人口の 2倍、貸出登録人員：人口の 15％ 
・年間増加冊数 市立図書館：人口 1,000人当り 125冊以上、町村立図書館：2,000冊以上 
・専門的職員数 市立図書館：人口 7,500人に 1人以上、町村立図書館：5人以上 
（事務職員等の数は専門的職員数の 2分の 1程度、都道府県立図書館も同様） 












・蔵書数 300,000冊以上、年間増加冊数 30,000冊以上 23）、専門的職員数 50人以上 
江袋は、都道府県立図書館の職員数は、地方交付税の積算根拠である標準団体（人口規














































































































































































16）注 4の文献、 注 7の文献。 
17）「社会教育施設分科会の状況」（『社会教育』27(5)、pp.54、1972） 
18）「社会教育審議会分科会の中間報告－社会教育施設分科会」（『社会教育』27(12)、pp.60-61、1972） 
19）「図書館長会議の概要－社会教育課長あて送付」（『社会教育』29(2)、pp.60-61、1974） 
20）「新しい公共図書館基準作成へ―社会教育審議会施設分科会図書館部会が新発足」（『図書館雑誌』
65(11)、pp.600、1971） 
21）「公立図書館の望ましい基準(案)、社教審に報告される」（『図書館雑誌』67(9)、pp.389、1973） 
22）「公立図書館の望ましい基準について」（『図書館雑誌』67(l0)、pp.475、1973） 
23）1971年の新刊書籍の出版点数は 20,158点であるため、全出版物の収集が可能である（『出版年鑑』
1973年版、出版ニュース社、1973、図表 4）。 
24）日本図書館協会編集『市民の図書館』日本図書館協会、1970、pp.119 
